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本
会
名
誉
会
員
・
赤
堀
昭
先
生
は
、
昨
年
平
成
十
六
年
七
月
二
六
日
長
い
闘
病
の
末
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
六
歳
で
し
た
。

先
生
は
昭
和
二
年
十
二
月
三
日
静
岡
県
藤
枝
市
で
誕
生
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
四
年
）
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
大
阪
大
学

薬
学
部
に
再
入
学
。
昭
和
二
十
九
年
卒
業
後
塩
野
義
製
薬
株
式
会
社
研
究
所
勤
務
。
定
年
後
弊
社
小
太
郎
漢
方
製
薬
㈱
取
締
役
研
究
所
所

長
と
し
て
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
関
係
も
あ
っ
て
、
本
会
編
集
者
代
表
の
真
柳
誠
先
生
の
依
頼
を
受
け
、
以
下
赤
堀
先
生
の

ご
業
績
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
生
は
医
学
部
卒
業
後
、
薬
品
の
研
究
を
志
し
薬
学
部
に
入
学
さ
れ
薬
学
博
士
を
持
つ
（
通
常
で
す
と
薬
学
部
卒
医
学
部
入
学
が
多
い
と
思
う

赤
堀
昭
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

田
無
鞄

孝
一
鱗
》

の
で
す
が
）
異
色
の
経
歴
を
お
持
ち
で
し
た
。
塩
野
義
製
薬
に
て
は
医
薬
品
研
究

を
続
け
る
傍
ら
、
故
岡
西
為
人
博
士
（
第
六
十
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
会
長
・

第
十
四
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
）
の
薫
陶
を
受
け
ら
れ

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
医
学
史
の
特
に
本
草
書
関
係
に
お
い
て
造
詣
の
深
さ
は
認

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

岡
西
博
士
の
最
後
の
著
作
で
あ
る
「
本
草
概
説
」
（
創
元
社
）
は
、
赤
堀
先
生

が
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。
そ
の
本
の
〃
あ
と
が

き
〃
に
「
執
筆
を
断
念
さ
れ
た
博
士
が
、
筆
者
を
呼
ん
で
、
未
完
の
草
稿
（
鎌
倉

時
代
ま
で
）
を
渡
さ
れ
、
以
後
そ
の
要
領
で
『
明
治
前
日
本
薬
物
学
史
』
に
収
載

日
本
医
史
学
会
会
員
鈴
木
五

郎
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さ
れ
た
「
明
治
前
中
国
本
草
の
渡
来
と
其
影
響
」
を
も
と
に
し
て
ま
と
め
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
四
十
八
年
二
月
京
都
大
学
結
研
病

院
に
入
院
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
云
々
）
」
ま
た
最
後
に
「
こ
の
遺
著
の
出
版
の
手
伝
い
は
、
筆
者
に
と
っ
て
は
荷
の
過
ぎ
た
仕

事
で
あ
り
、
そ
の
真
価
を
損
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
あ
る
が
、
こ
の
作
業
を
通
し
て
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大

き
か
っ
た
。
同
学
に
志
す
か
た
が
た
の
お
役
に
た
つ
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
む
す
ば
れ
て
い
ま
す
。

先
生
の
主
要
論
文
は
「
ス
テ
ロ
イ
ド
サ
ポ
ゲ
ニ
ン
含
有
の
本
邦
産
ヤ
マ
ノ
イ
モ
属
植
物
の
研
究
」
、
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
の
研
究
」
、
「
神
農

本
草
経
に
記
載
さ
れ
た
薬
効
」
、
「
治
法
を
め
ぐ
る
問
題
」
で
す
。
著
言
は
『
日
本
の
技
術
４
漢
方
薬
」
（
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社
）
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
弊
社
に
来
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
大
塚
恭
男
・
室
賀
昭
三
・
中
出
敬
吾
・
江
川
充
諸
先
生
方
と
企
画
編
集
し
て
『
新
漢
方

処
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
思
文
閣
、
平
成
三
年
）
の
出
版
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
薬
局
向
弊
社
雑
誌
『
協
力
会
だ
よ
り
」
に
「
漢
方
史
探
訪
」
と
題
し
て
昭
和
五
十
九
年
か
ら
平
成
十
三
年
ま
で
病
気
療
養
を
し
な
が

ら
七
十
一
回
に
亘
っ
て
二
頁
の
平
易
な
解
説
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第
一
回
に
「
私
が
書
く
こ
と
は
必
ず
し
も
こ
れ
ま
で
の
定
説
と
は
一
致

せ
ず
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
成
言
に
頼
っ
て
い
た

こ
れ
ま
で
の
研
究
法
を
改
め
て
一
次
史
料
を
中
心
に
し
て
新
し
い
史
観
を
碓
立
し
よ
う
と
い
う
巌
近
の
歴
史
研
究
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ

る
が
、
医
学
に
つ
い
て
も
近
年
新
し
い
史
料
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
を
検
討
し
た
結
果
こ
れ
ま
で
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
い
く
つ

か
に
つ
い
て
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
私
は
こ
の
場
を
む
し
ろ
問
題
提
起
の
場
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
独
断
と
偏
見
を
混
じ
え
て
現
在
ま
だ
流
動
的
な
私
の
考
え
を
述
べ
、
そ
れ
に
つ
い
て
読
者
の
皆
様
に
も
い
っ
し
ょ
に
考
え

て
い
た
だ
い
て
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
漢
方
発
展
の
歴
史
の
よ
り
よ
い
解
明
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
別
刷
を
つ
く
っ
て
知
人
・
友
人
に
送
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
「
医
心
方
・
甲
骨
文
・
扁
鵲
・
新
出

土
資
料
・
馬
王
堆
漢
墓
・
黄
帝
内
経
・
漢
代
の
医
学
・
華
佗
・
養
生
思
想
・
寒
食
散
・
張
仲
景
伝
説
・
葛
供
・
陶
弘
景
・
諸
病
源
候
論
・
古

代
中
国
の
医
療
制
度
・
孫
思
懇
・
本
草
害
・
傷
寒
論
・
宋
代
の
医
書
校
勘
・
北
宋
の
医
学
・
成
無
己
・
南
宋
の
医
家
た
ち
・
金
の
医
学
・
金
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元
の
医
学
・
元
か
ら
明
へ
・
明
医
学
漢
方
の
ル
ー
ツ
・
本
草
綱
目
・
中
国
医
学
」
そ
し
て
「
大
陸
医
学
の
伝
来
」
と
日
本
編
に
続
き
最
終
「
傷

寒
論
物
語
一
～
九
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
法
名
は
「
深
諦
院
稗
槐
風
」
で
す
。
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


